
な
処
理
に
室

92
と
な
っ
て
一
を
記
入
す
る
。

一川

一

山

わ

た
り
、
該
当

m船
の
検
認
章
氏
一

計

量

敏

習

生

の

試

験

一
同
旧
巾
等
学
校
令

(
昭
和
十
八
年

初
特

y町
内
別
に
町
新

一

山

路

鶴

間

以

ぷ

行

っ

て

一山

デ

山

加

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
こ

申

込

7
月

日

日

ま

で

一

時

円第
一一
下
六
号
)
に
よ
る
中

響
備
付
け
て
皆
さ
ん
の
阿
佐
一
相
当

側
へ
認
印
者
押
し
て

M
2…
全

…

全

市

内

一

知

持

制

司

令

部

検

認

。

一通
事
で
は
第
十
一
問
主
教
習

一

品

旬

卒
業
ま
た
は
修
了
レ

の
実
態
把
握
に
努
め
て

お

り

ま

一

交

付

す

る

。

一

川
市
文
…

大
村
市
交
通
安
全
協
一

鯨

の

缶

川

古

賀

Z
一

な
お
遊
漁
船
で
あ
っ
て
宋
義

一生
の
入
所
試
験
を
実
施
し
ま
す
の
一
日
高
等
学
校
令
(
大
正
む
話

一
木
人
は
こ
れ
を
哨
役
所
(
出
張
所

一…

遇

…
会
で
は
、
毎
月
十
五

一

ょ
J

売

も

言

一
の
も
の
も
若
干
あ
る
も
の
と
思

一
で
、
重
の
方
は
、
応
募
し
て
く
一
令
第
二
一百
八
十
九
弓
)
に
よ
る

乙
の
町
警

は

各

自

民

(

一

)

へ

抜

出

す

る

一

…

交

川

日
を
交
通
安
全
デ
l
一

r月
刊

日

か

ら

実

施

一

わ
れ
ま
す
の
で
、
未
登
録
船
は
一だ
さ
い
。

一

事

学

校

尋
常
雲
卒
業
し
た

町
務
連
絡
委
員
)
に
よ

っ
て
整
一

ニ
、
転
入
の
場
合

一と
し
て
、
市
民
あ
げ
て
安
全
交
通

一

一

速

や
か
に
市
耐
工

水

雲

へ

巾

一

主

将

夜

、
昭
和
二
十
七
一
者
。

理
さ
れ
ま
す
。

一
五
五
入
者
は
保
有
す
る
転
車

ι一の
実
現
運
動
を
強
力
に
推
進
す
る

一
県
で
は
、
漁
船
法
第
十

一
条
の
二
一

出
て
登
録
す
る
よ
う
併
せ
て
お
一
年
-
一
一月
見
さ
れ
た
計
基
に
一同
文
部
大
臣

客

足

掲
げ
る
者

六
月
十
五
日
、
木
市
の
転
入
車
出

一を
町
務
連
絡
委
員
へ
提
示
す
る

一乙
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
六
月
色
の
規
定
に
基
き
来
た
る
七
千
八

一

知

ら

せ

し

ま

す

。

一

基

き

、
計
法
に
関
す
る
業
務
に

一

高

等
以
上
の
学
力
を
有
す
る

届
出
手
続
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
ヱ

町
連
絡
委
員
は
そ
れ
に
よ

っ
て
一ら
毎
月
十
五
日
の
午
前
八
時
亙
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
百
日
間
に

一

(商
工

益

課

)
一
従
事
す
る
官
公
庁
の
職
員
、

な
一
と
認
定
し
た
者
。

}

一
の
で
、
次

の
乙

ιに
ご
注
意
の
上
一
町
懇
へ
登
載
し、

当
該
証
明
書

一し
て
全
市
内
の
サ
イ
レ
ン
を

一

分

一

一

月

び

主

要

に

な

ら
っ
と
す
す
警
告
別
吋

六
月
一
日
か

1
1
M
旧
小
川
嶋
弐
湾
政
主

一

軍

空

点

下

一mMM
長
崎
諮
問
官
一刊
誌
韓
日
目
立
海
水
浴
場
の
売
庇
申
込
は

一
安
毎
日
訪
問
一
ム
長
引
日
計
十
新
宿
区

必
ず
町
務
連
絡
委
員
(
町
総
代
)
ヘ
申
出
を

一計
四
時
間
服
摂
悦
一
オ
限
設
哨役所(出張所
言。

(消防本部)
一

六
月
十
八
日
ま
で
、
飲
食
応
な

三
ね
れ
持
続
め
い
1
れ一知的
関
別
院
地
、通産

支

付
を
受
け
、
所
定
の
必
要
事
項
一

(市
民
課
)
一

云
年
も
来
た
る
七
月
十
日
か
ら
豆
島
海
水
浴
場
が
開
場
さ
れ
ま
す
一

け
ら
れ
た
通
産
省
の
附
属
機
関
一
ム
提
出
書
類

入
所
試
験
受
験
願

馬
鹿
じ
ゃ
あ
る
ま
い
し
、
き
か
一
民
法
第
瓦
の
一
二
に
「
私
権
の
享
一た
は
、
福
の
社
会
人
と
し
て
生

一

1

1

1

1

I

l

l

i

-

-

1

1

1

1

1

1

1

l

i

l

i

-

-

一の
で
、
震

草

案

事

会

一

で
あ
り
ま
す
。

一

替
、
腹
腔
書
、

写
真
、
健
康
診

匂
日
u
hhE
1日

同

校

長

対

立

許

認

す

絡

が
で
き

一

木

川

町

・

昨

年

よ

り

漸

失

減

少

可

能

料

諮

問

誠

一

世

供

時

計

以

上

大

一目

当

日

弓

水
産
課

へ

一

断

書

(

商

工
水
産
課
)

地
ま
で
正
般
に
川
ら
な
い
方
か
な
一
て
の
人
が
平
等
に
基
本
的
栴
利
者
一

住
民
登
録
は
、
住
所
と
人
の
登
一

一保
飽
食
の
実
際
、
と
う
し
て
骨
を

一
村
市
内
に
居
住
す
る
も
の
。

一
ム
試
験
則
日
昭
和
三
十
ニ
年
七

一

ん
と
多
い
と
と
で
し
ょ
三

一
与

え

ら

れ

ま

す

。

一

録

で

す

ま

す

。

一

予

防

仁

努

め

て

夏

の

健

康

を

守

り

ま

し

ょ

う

一強
く
し
よ
う
」
(
ポ
ケ
ッ
ト
型
、

玄

苦

許

可

の

毒

お
よ
び
件
数
一

月
三
十
日
(
学
科
試
験
)
、

三
一

友
た
自
分
の
付
所
の
遊
説
も
せ
ず
一し
か
し
人
が
そ
の
権
利
を
公
け
に
一

本
籍
と
住
所
の
変
っ
た
方
で
そ

一

一定
価
五
十
円
)
の
予
約
申
込
を
受
一
飲
食
回
二
件
、
貸
京
|
ト
コ
件
一

卜

一日

(身
体
検
査
)

一

無
届
り
で
い
る
人
が
沢
山
L
ら
れ
一行
使
す
る
場
合
に
は
、
自
分
は
ど
一
れ
を
無
届
け
で
お
き
ま
す
と
、

一
い
よ
ノ
¥
赤
痢
疫
痢
の
流
行
シ
l
一
A
手

洗

の

励

行

一

図

宮

「
骨
を
中
心
と
し
た
蝕
康
長
一付
け
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
の
方
一
照
車
販
売

一
件
、
れ
川
県
販
売
ニ
ム
試
験
司
所
中
央
計
長
検
定
所
一

ま
す

q

ぺ

一

一

こ
の
某
と
い
う
公
証
が
ぜ
ひ
必
要
一

貴
重
な
自
分
の
椛
利
の
行
使
が
一ズ
ン
と
な
り
市
内
あ
ち
こ
ち
に
散
一
ム
飲
食
物
に
気
を
つ
け
る

一

芳

法

」
(
定
価
百
五
十
円
)
、
並
一は
福
祉
事
務
所
へ
お
申
込
み
く
だ
一
件
、
荷
物
預
り
所
十
件
、
自
転
一

福
川
支
所

(楠
岡
市
薬
院
期
間

そ
れ
は
人
と
し
て
誠
i
r
mつ
べ

一
で
あ
り
ま
す
。

一

種
々
制
約
さ
れ
る
と
と
〉
な
り
一
発
し
て
い
ま
す
。

一
ム
共
同
井
戸
の
荷
潔
峠
持
一
び
に
「
骨
を
中
心
と
し
た
食
生
活
一さ
い
。

一
軍
預
り
所

一
件

一
七
番
地
)

き
こ
と
℃
な
い
で
し
ょF

っ
か
。

一そ
の
公
証
は
一
同
鰐
得
、
住
民
設
録
一

日
常
生
活
に
不
便
で
あ
る
ば
か
一本
年
一
月
か
ら
五
月
三
十
一

日
ま

一ム
流
れ
川
の
水
で
、
肥
楠
、
食則的

一の
実
際
」
(
定
価
三
十
円
)
を
現
一な
お
見
本
が
福
祉
事
務
所
に
備
付

一
右
の
希
望
者
が
定
数
以
上
の
場
合
一
ム
試
験
科
目
一
般
常
識
、
数
学

特
に
文
仙
凶
氷
山
的
ほ
う
ヲ
る

一簿
に
よ
っ
て
市
町
村
長
が
こ
れ
を
一
り
で
な
く
損
害
を
こ
う
む
る
乙
一
で
の
発
生
状
況
は
別
表
の
と
お
り
一
野
菜
な
ど
を
洗
わ
な
い
一
在
発
売
し
て
い
ま
ず
。

一げ
で
あ
り
ま
す
。

一は
拍
せ
ん
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
一
物
部
学

日
本
、川
川氏
ょ
し
て

。

一

す
る
の
で
す
。

一
と
と
な
リ
ま
す
。

一と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
ム
飲
食
物
の
販
売
者
は
衛
生
的
に

一と
の
た
び
さ
ら
に

栄

養

食

物

に

対

(

福
祉
事
務
所
)
一申
込
は
六
月
十
八
日
ま
で
商
工
水
一
ム
受
験
問
格

戦
後
わ
が

ωω
法
律
は
す
べ
て

一戸
籍
法
第
四
十
九
条
「
出
生
の
届

一
住
民
登
録
の
目
的
は
「
住
民
の
一次
の
予
防
心
得
を
実
行
し
て
赤
痢一

(8月中旬号)

毎
月
何
日
午
前

8
時
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臼
外
の
住
所
を
と
存
じ
で
す
か

はたなあ

りよプを政市村大昭和 32年 ，6月間日(一) 〈才1~1号)

みど とに芳!支し1z3-1号園.;[i(襖~場附近)

大
村
市
を
従
断
ず
る
三
十
四
時
間

道
桜
馬
場

1
松
原
間
の
改
良
舗
装

工
事
は
建
設
省
長
崎
国
道
工
事
事

務
所
直
営
の
下
に
昨
年
七
月

一
日

着
工
、
本
年
三
月
三
十

一
日
竣
工

し
た
の
で
、
市
長
が
発
担
人
代
表

と
な
り
五
月
二
十
八
日
午
前
十

一

時
4

か
ら
竹
怯
小
学
校
で
、
中
尾
国

道
工
事
事
務
所
畏
始
め
来
賓
、
地

元
関
係
者
約
二
百
名
が
出
席
し
て

三
十
四
号
間
道
改
良
工
事
竣
功
祝

賀
会
を
開
似
し
た
。

問
上
と
の
工
事
に
鋭
意
努
力
し
た

間
殻
省
長
崎
悶
道
工
事
事
務
所
に

対
し
て
大
村
市
長
か
ら
感
謝
状
と

一O
(九
)

回

全

一)

ー
(
四
)

言卜

山
肌
若

一
内
は
前
年
同
期
間
の
数

空
川町九
ね
ら
い

に
v

」
用
心

と
れ
か
ら
P
伊
川
町
に
な
る
と
、
農
家
の
留
守
を
ね
ら
っ
て
、
空
挺
ね
ら
い
が
横
行
し
ま
す
の
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
一戸
締
り
や
厳

重
に
し
て
約
書
に
か
か
ら
な
い
よ
う
。
窮
守
に
す
る
と
き
芯
前
庄
一
折
、
坊
犯
組
合
に
頼
ん
で
出
か
げ
ま
し
ょ
う
。

〔大
村
瞥
察
署
〕

全
国
各
地
に
発
生
し
た
流
感
は
す
で

に
長
崎
膝
下
に
も
強
生
し
て
い
ま
す

湾
に
サ
イ
レ

ン

三口

伐
採
調
整
資
金
を
貸
付

に
よ
り
六
月
二
十
五
日
ま
で
延
期

一さ
れ
ま
し
た
の
で
、
受
験
資
格
者

'
一
は
ど
し
ど
し
応
募
し
て
く
だ
さ
い

〔
市
民
課
〕

二
(
!
)

三
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!
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た
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山
小
川
ヘ
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た
す
れ
く
だ
さ
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ο

門市
民
認

円以
fja

山田い
w
比一…一
思

山
内
却
を
的
川
寸
じ
山
間
企
が
pef
〈
な
け
七
J

取
投
い
に
は
f
什
汁

窓

Lm布
し
て
あ
之
所
に
は
叱
入
ら
な
い
1

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈ニ}

一L
，半
山
小
i
一!
げ
た
乙
と
を
い
引
一肌
一一

も
の
や
佳
作
間
大
持
閃
れ
ば
将
来

一強
に
つ
い
て
協
議
会
を
開
催
し
た
)

i

川
に
し
i
必

ひ

仁

な

り

ま

し

た

一

が

期

待

さ

れ

る

。

一

な

お

、

乙

の

他

し

は

始

め

て

で

一

七ノ

一
川
三
ー川
γ
m
h
L
LL
L

て
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